
防コミの歩き方たずね歩き消防団
西消防団櫨谷支団の紹介をさせていた

だきます。櫨谷支団は、西消防団（1,430
人）の中では最小人員の支団で、4分団、
9班145人の団員数となっています。活動
区域は、西区のほぼ中央部となる櫨谷町
と、その北側の西神、南側の西神南ニュー
タウンが範囲となっています。
平成28年度は、役員任期（4年）の初年
度で、支団本部役員の交代がありました。
4月17日に西消防団辞令交付式があり、
そのあとに撮った写真を掲載します。左か
ら、高尾（淳）支団長、小池副支団長、伊
須原副支団長、
高 尾（秀）本 部
分団長、樫原本
部分団長です。
高尾支団長は
4月から西消防団長に就任しており、役割
が増え一段と忙しくなっていることから、
支団全員で支援していかなければならない
と思っています。
櫨谷支団の活動のなかで固有のもので

は、「櫨谷川まつり」への警備参加と文化
財防火デーにちなんでの訓練があります。
櫨谷町は、櫨谷川沿いに集落があり河川
愛護協議会主催で「櫨谷川まつり」が毎年

開催されます。消防団も参加者の安全確保
のため警備として参加し、最後の演目で消
防団の一斉放水（場所の都合で毎回６線放
水）をおこなっています。文化財消防訓練
ですが、町内に重要文化財（国指定）の如
意寺があり防火訓練を隔年（伊川谷町の太
山寺と交互）で実施してきました。2月の文
化財消防訓練は、
西神中央公園の
埋蔵文化財セン
ターでの実施とな
りました。
これらの訓練のほかに、防災福祉コミュ
ニティへの訓練指導があります。
小型動力ポンプの操作方法や放水時の

筒先の構え方な
どを説明した後、
消防団のポンプ
を使用して放水の
実体験をしていた
だいています。
櫨谷支団では、今後発生する大災害で

の被害軽減のため、髙尾支団長を中心に
このような活動を通じ地域の防災力を高め
ていきたいと思っています。

（支団本部分団長　高尾秀正）

西消防団櫨谷支団
本山第三小学校区は、東灘区の東端に

位置し、六甲山麓から国道２号線にわたっ
て、閑静な住宅街が広がっています。
自然災害に対する備えとしては、地震と

風水害への対策に熱心に取り組んでいま
す。昨年度は、災害初動対応マニュアル
「地域おたすけガイド」の地震編及び風水
害編を作成しました。
作成したからには、訓練により検証する

ことが必要であり、さらに、地域の多くの
方に「地域おたすけガイド」の存在について
知っていただくため、地域の全体訓練に合
わせて「地域おたすけガイド検証訓練」を
実施しました。

３月１3日１０時から防災訓練を実施する
ため、地域住民約１５０人が本山第三小学
校に集まりました。例年は、防災福祉コ
ミュニティの役員が参加者に訓練内容を説
明してから、各ブースに分かれて防災訓練
をおこなっていましたが、今回の訓練は「土
砂災害が発生し、建物に取り残された住民
を救出する！」という想定を訓練参加者に伝
えて、スタートしました。

訓練内容の詳細を知っているのは防災福
祉コミュニティの役員だけで、地域おたす
けガイドに基づき、訓練参加者に安否確認
や救出救護の役割を与えて、あらかじめ小
学校の教室に待機していた要救助者役の
住民を救出し、運営本部で情報を集約する
という内容の訓練を実施しました。
訓練参加者は、内容を知らされず実施し

たため、救出及び情報集約に時間がかかり
ました。その状況を見た役員が「これじゃ
あかん！もう１回やる！」と宣言し、再度訓練
をおこない、１回目よりスムーズにおこなう
ことができました。

「阪神・淡路大震災から…あの時を忘れ
ず防災意識を高めよう！」を合言葉に、本三
防コミは防災に熱心に取り組んでいます。

（東灘消防署　田中由紀）

地域おたすけガイドの検証訓練を実施しました！
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